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各大学ごとで
規模や現状は
違っても、皆
さんと一子に
課題を考えて
いきました！

地域生協との
関わりも意識
しながら「た
すけあい」を
実現させてい
きましょう！

01 新入学生委員獲得に
向けて

皆の課題はみんなで解決

02 共済のこれからを考
える

たすけあいを新共済でも実現するために

共同引受や、22年度に予定されている事業譲渡などについ
て知識の確認をしました。その後、22年度の共済活動とし
て、自分たちにできることや必要なことが何か議論しまし
た。
それぞれの大学や学生委員会の現状を踏まえながら、その
中でも何をしていくのかについてを考え交流しました。

参加者
京教大(3)、滋彦根(2)、奈良教(1)、京府大(1)、龍谷大(1)、
奈県大(1)、富山大(3)、兵県大(2)、富県大(1)、関学大(5)、
京工繊(2)、大樟蔭(1)、福井大(1)、大教大(2)、滋大津(1)、
同志社(2)、神戸大(2)、滋県大(2)、神高専(1)
計19会員32名

ブロック学生
委員会の位置
づけや、自分
たちの役割を
確認しまし
た！

00 基幹会議であること
の確認

セミナーと基幹会議の違いとは

このブロック学生委員会は、普段行われているセミナーと
は異なる基幹会議です。今回から22年度の正副学生委員長
も参加するようになったので、全体で改めて基幹会議の位
置づけに関して開会式内で確認しました！

ブロック学生委員会#1
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コロナ禍での新入部員の獲得を見据えて、方針と行動指針
について話しました。皆さんと話した内容を集約して今後
発信する予定ですのでお楽しみに！



私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。

成年年齢引き
下げの確認と
取り組みにつ
いて話し合い
ました！

大学生協が防
災に取り組む
意義を理解し、
行動できる組
合員を増やし
たいですね！

みんなでより
よい
「春のセミ
ナー」を作り
上げましょ
う！

22年度の総
会・総会・総
代会について
考えました！

03 成年年齢引き下げに
ついて

組合員みんなに考えてもらうためには？

今年4月より施行される成年年齢引き下げについての確認
をし、それに対してどのような取り組みができるか議論し
ました。成年年齢引き下げに関係のある新入生や新2年生
だけではなく、その他の階層の組合員にも考えてもらうに
はどうすればいいかを踏まえて、具体的な取り組みを挙げ
ていきながら話し合いました。

04 大学生協の防災活動

防災について共に考え、行動しよう

春は東日本大震災を始め、震災について考える機会が多く、
また新学期が始まる時期でもあります。ブロックの活動方
針を踏まえながら、防災についてどのように取り組むかに
ついて話し合いました。また、組合員に伝えていく方法に
ついても協議を行いました。

05
春のセミナーに
向けて

スタートダッシュにふさわしいセミナーに
するために

毎年春に開催される「春のセミナー」の内容について協議
しました。新入学生委員にとってスタートダッシュとなる
セミナーとはどのようなものかについて自分たちの経験な
どを基に話し合いを行いました。

06
総会・総代会に
向けて

学生委員会が総会・総代会に向けてどんなことがで
きるか協議しました。未だ続くコロナ禍の中組合員
の運営参加のために学生委員として何が出来るのか
を話し合いました。
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ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 柿平 聖矢 ] 

Kakihira.Seiya@univ.coop

総会・総代会にむけて何が出来るのか



私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。

これからどう
していこうか
な...?

これから約1年
間一緒にがん
ばりましょ
う！

楽しみながら
仲間の存在を
確認すること
ができまし
た！頑張って
いきましょ
う！

07 北陸エリア
学生委員会

新年度に向けて...

07 京滋・奈良エリア
学生委員会

07 大兵和エリア
学生委員会

仲間の存在を再確認

大兵和エリアでは、改めて22年度学生事務局の自己紹介
をするとともに、より学生事務局をしってもらうためにク
イズを出して交流し合いました！
これから一年間、ともに頑張っていく仲間の存在を再認

識することができました！
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ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 柿平 聖矢 ] 

Kakihira.Seiya@univ.coop

22年度1回目の京滋・奈良エリア学生委員会は、相互会
員訪問のシステムの確認と、よりよい京滋・奈良エリアを
つくるための議論が行われました。
よりよいエリアをつくるために、学生事務局にこんなこ

とをしてほしい！京滋・奈良エリアの仲間とこんなことが
したい！をみんなと一緒に考えました。

よりよいエリアをつくるために

来年度をどうしていくのか。そのために新学期の交流に
ついてや、来年度の方針について話しました。これから来
年度の正副とも一緒に考え、一丸となって盛り上げていき
ましょう！


